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広報マンが　川湯保育園（小林史和園長）
の３歳から５歳児15人による
野菜の収穫体験が９月９日、
川湯地区で行われました。
　この日は、川湯温泉５丁目
（高橋ご夫妻宅）に訪問。園児
たちは高橋さんの説明を聞き
ながら、無農薬栽培されたカ
ボチャやトマトなどを丁寧に
収穫しました。
　新鮮な野菜は給食で提供さ
れ、園児たちは「あまい」、「お
いしい」などと感想を述べな

がら、収穫体験を思い浮かべ感謝の気持ちいっぱいで完食
していました。

自然の恵みに感謝
川湯保育園児が野菜の収穫を体験

大
き
な
カ
ボ
チ
ャ
を
収
穫

　認定こども園ま
しゅう（髙野龍彦
園長）で９月12日、
同園や川湯保育
園、こども発達支
援センターに通う
子どもたちを対象
に、㈲人形劇団ク
ラルテ（奥洞昇取

締役）による人形劇鑑賞会が行われました。
　今回は「ポリチーノのけっこんしき」と「かさじぞう」の
２作品が上演され、劇中の楽し気な歌声や愉快な人形の動
き、引き込まれるストーリーに会場の全員が夢中になり、
時にはみんなで歓声を上げながら楽しいひとときを過ご
しました。

豊かな感性を育む
子どもたちが人形劇を鑑賞

人
形
劇
に
み
ん
な
興
味
津
々
の
様
子

　独立行政法人
エネルギー・金
属鉱物資源機構
（ＪＯＧＭＥＣ）
（髙原一郎理事
長）主催の特別
授業「地球の熱
を電気に変え
る‼ 地熱発電」

が９月19日、弟子屈中学校（小林一博校長）の２・３年生を
対象に同校で行われました。
　現在「湯沼－アトサヌプリ地域」で地熱発電の資源量調
査が行われている一環で、子どもたちに地熱発電について
理解を深めてもらう目的で開催され、模型を使用した発電
実験などに生徒たちは真剣に取り組んでいました。

地熱発電について学ぶ
弟子屈中学校で特別授業を実施

地
熱
発
電
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
る

生
徒
た
ち

９月19日 ９月12日

９月９日

　町商工会青年部
（西崎勉部長）が９
月23日、役場駐車
場で「第２回旨い
もの市」を開催し
ました。釧路管内
の商工会青年部な
どの協力により開
催された本イベン

ト会場には、カレーやまぜそば、ホットドックなどのほか、
秋の名物焼きサンマなど、数々のグルメが並びました。
　また、同会場では町内の小学５・６年生を対象とした職
業体験イベント「第２回弟子屈Ｊｏｂ　Ｓｃｈｏｏｌ」も同時開
催。警察署や消防署、建設業などの町内の仕事を体験しよ
うと、会場は大勢の子どもたちで賑わいました。

道東の「旨いもの」が集結
第２回旨いもの市を開催

会
場
に
は
た
く
さ
ん
の「
旨
い
も
の
」が

９月23日

　９月27日、弟子
屈消防署で第26
回弟子屈防火フ
ェスティバル（同
実行委員会、弟子
屈消防署、町消防
団主催）が開催さ
れました。
　当日は弟子屈

小学校吹奏楽少年団による演奏や、認定こども園ましゅう
の園児による演舞「よっちょれ」のほか、Ｉ＆Ｍバトンス
タジオの皆さんによるバトンが披露されました。
　また、体験コーナーでは防火服を着用した放水体験や、
はしご車の乗車体験などが行われ、参加者は楽しみながら
防火意識を高めました。

消防士の仕事を体験
第26回弟子屈防火フェスティバル開催

は
し
ご
車
か
ら
の
眺
め
を
堪
能

９月27日
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９
月
15
日
の
敬
老
の
日
に
ち
な
み
、
町
内
各
地
で

敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
13
日
に
は
、
町
と
弟
子
屈
町
睦
会
（
金
澤
三

惠
子
会
長
）
共
催
の
「
第
77
回
弟
子
屈
市
街
地
区
敬

老
会
」
が
町
社
会
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

１
３
４
人
が
出
席
。
德
永
町
長
、
髙
橋
町
議
会
副
議

長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
喜
寿
、

米
寿
を
迎
え
た
方
に
祝
い
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
景
品
が
当
た
る
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
な
ど
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
用
意
さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

９
月
19
日
に
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
倖
和
園
（
丹

羽
好
文
園
長
）
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
摩
周
（
高

石
和
恵
施
設
長
）
の
合
同
敬
老
会
が
倖
和
園
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
で
は
德
永
町
長
の
お
祝
い
の
言
葉
に

続
き
、
喜
寿
、
米
寿
、
白
寿
を
迎
え
た
方
に
祝
い
品

が
贈
呈
さ
れ
た
ほ
か
、
今
年
度
１
０
０
歳
を
迎
え
る

方
に
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
賞
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
町
内
で
開
催
さ
れ
た
敬
老
会
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
６
日
／
仁
多
自
治
会
（
山
内
功
丞
会
長
）

▽
13
日
／
屈
斜
路
自
治
会
（
金
澤
賢
二
会
長
）

▽
14
日
／
美
留
和
自
治
会
（
渡
邉
良
雄
会
長
）

▽
15
日
／
川
湯
み
ど
り
自
治
会
（
石
岡
謙
会
長
）

▽
20
日
／
川
湯
敷
島
町
自
治
会
（
横
田
憲
治
会
長
）

町内各地で敬老会を開催
町民の長寿を祝い

「歯ピカ表彰式」と
「こどもフェスティバル」を開催

親子で、家族で、楽しい１日を

　
９
月
20
日
、
町
公
民
館
で
「
歯
ピ
カ
表
彰

式
（
役
場
健
康
こ
ど
も
課
主
催
）」
と
「
第
18

回
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
同
実
行
委
員

会
主
催
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
歯
ピ
カ
表
彰
式
で
は
、
３
歳
児
健
診
で
む

し
歯
の
な
か
っ
た
子
ど
も
18
人
が
ス
テ
ー
ジ

に
上
が
り
、
一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
終
了
後
、
同
会
場
で
ス
タ
ー
ト
し

た
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
今
年
の
テ
ー

マ
は
「
お
や
こ
で
あ
そ
ぼ
う
！
」。

　
屋
内
に
は
射
的
や
輪
投
げ
、
小
麦
粉
粘
土

な
ど
で
遊
べ
る
「
体
験
あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー
」

の
ほ
か
、
お
手
玉
や
け
ん
玉
を
体
験
で
き
る

昔
懐
か
し
い
「
伝
承
あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー
」、
フ
ロ
ア
カ
ー

リ
ン
グ
や
ペ
タ
ン
ク
に
挑
戦
で
き
る
「
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ

ば
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
屋
外
で
は
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く

い
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち
や
、
た
き
火
で
作
る
焼
き
マ
シ

ュ
マ
ロ
・
焼
き
チ
ー
ズ
を
仲
良
く
頬
張
る
親
子
の
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
最
後
に
は
、
く
し
ろ
せ
ん

も
ん
学
校
の
学
生
た
ち
に
よ
る
人
形
劇
や
、
藤
原
俊
和
さ

ん
に
よ
る
紙
芝
居
も
行
わ
れ
、
会
場
は
時
間
い
っ
ぱ
い
ま

で
目
を
輝
か
せ
た
子
ど
も
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

児童たちがお祝いによさこいを披露（美留和自治会）児童たちがお祝いによさこいを披露（美留和自治会）

最年長の出席者に記念の花束を（市街地区）最年長の出席者に記念の花束を（市街地区）

町長より祝い品の贈呈（老人ホーム倖和園）町長より祝い品の贈呈（老人ホーム倖和園）

むし歯ゼロおめでとう！むし歯ゼロおめでとう！

射的でお菓子を狙い撃ち射的でお菓子を狙い撃ち

お友だちとヨーヨー釣りに挑戦お友だちとヨーヨー釣りに挑戦
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町の話題

CloseUp Topics



　町は、川湯
温泉街再整備
事業などの推
進のため10月
７日、伊東良
孝内閣府特命
担当大臣へ要
望活動を行い
ました。

　要望には德永町長をはじめ、町議会からは近江屋茂議
長、德永則行経済常任委員長のほか、（一社）摩周湖観光協
会の渡辺隆幸会長が同席。川湯温泉街再整備の支援や、観
光振興についての内容が盛り込まれた要望書を手渡しま
した。伊東大臣は「地方創生のため、しっかり支援していき
たい。」と話しました。

川湯温泉街再整備のために
伊東内閣府特命担当大臣へ要望書を提出

要
望
書
を
受
け
取
る
伊
東
大
臣（
中
央
）

10月７日

　屈斜路カルデラ
ワイナリーを運営
する㈱テシカガフ
ァーム（上村剛志
代表取締役）が、ワ
イン用のブドウ「山
幸」の収穫体験を10
月９日、屈斜路ほ場
で行いました。

　今年の山幸は暑さの影響で房が小振りな分、果実におい
しさが凝縮され、糖度は22.０度に達しました。
　ブドウの収穫体験は秋の風物詩として毎年実施してお
り、この日は吉備津副町長や町商工会女性部のほか、弟子
屈中学校（小林一博校長）の２年生27人が参加し、一房一房
丁寧に収穫作業を行いました。

　ふれあい祭り実
行委員会（藤原俊
和実行委員長）主
催の「第13回ふれ
あい祭り」が10月５
日、町社会老人福
祉センターで行わ
れました。

　このイベントは2011年から、障がいのある人もない人も、お
年寄りから子どもまでみんなで支えあいながら生活できるま
ちづくりのきっかけの場として開催されています。
　今年は町内外から、おでんや焼き鳥、駄菓子などの出店が
あったほか、ダンスや紙芝居、スコップ三味線など多彩なステ
ージ発表も行われ、会場は大盛況でした。

「みんなの交流の場」に
第13回ふれあい祭りを開催

会
場
は
10
店
舗
を
超
え
る
ブ
ー
ス
で

大
賑
わ
い

10月５日

豊かに実った秋の味覚
中学生らがブドウ収穫を体験

真
剣
な
様
子
で
収
穫
す
る
中
学
生

10月９日

　弟子屈警察署
（鈴木将人署長）
と町交通安全指
導員たちが10月
10日、シカとの接
触事故防止を呼
び掛ける合同啓
発運動を、奥春別

の国道２４１号線駐車帯で行いました。
　道沿いに「鹿横断注意」と書かれたのぼりを掲げ、通行車
両を駐車帯へと誘導し、ドライバーに接触事故の注意を呼
び掛け啓発品を配布しました。
　同署の榊聡地域・交通課長は「シカが活発になり接触事
故件数が増加している。１件でも多く事故を減らしていき
たい。」と話しました。

シカとの接触に注意
弟子屈警察署などが交通安全啓発

外
国
人
観
光
客
に
も
シ
カ
事
故
へ

の
注
意
を
呼
び
掛
け

10月10日

　10月11日、 別温
泉桜町自治会（藤田
利道会長）が同自治
会館で、創立55周年
記念式典を開催し
ました。
　同自治会は昭和

45年発足。50周年の節目に予定していた式典がコロナ禍
の影響で中止となり、今年改めて開催する運びとなりまし
た。式典には自治会員ら約35名が出席、德永町長らから祝
辞が贈られたほか、食事会が行われました。
　德永町長は、「日本各地で自然災害が多発する中、ご近所
同士の顔が見えることは非常に重要。これからも地域住民
の結束力が発展していくことを期待している。」と話しま
した。

自治会創立55周年を祝して
別温泉桜町自治会創立記念式典開催

会
館
前
で
記
念
撮
影

10月11日

　美羅尾ヶ丘自治
会（舘郁男会長）が
10月13日、同自治
会の生活部（畑尾
彩部長）が運営す
る子供会のハロウ
ィンイベントを開
催しました。
　イベント当日、

カボチャのお化けやドラキュラなどに仮装した子どもた
ち18人が、同自治会の14世帯を元気よく訪問。快く出迎え
てくれた自治会の方たちから、たくさんのお菓子を受け取
りました。子どもたちは、協力してくれた大人たちに感謝
を述べながら、袋いっぱいに集まったお菓子を前に大喜び
していました。

一足早く「トリック・オア・トリート！」
美羅尾ヶ丘自治会子供会のハロウィンイベント
訪
問
先
で
お
菓
子
を
も
ら
う
子
ど
も
た
ち

10月13日
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　阿寒摩周国立公
園川湯地域運営協
会（德永則行会長）
主催の、温泉川の
清掃活動「ゆけむ
りエコプロジェク
ト㏌ 温泉川」が９
月28日、川湯岩盤

テラスで開催されました。
　この活動は温泉川をきれいにするため定期的に実施し
ており、今回は岩盤テラスの開設１周年事業として行わ
れ、一般応募者を含め30人以上が参加しました。回収した
堆積物やごみなどは4,800㎏を超え、参加者は「思ったより
ごみがあり驚いた。きれいな温泉川が復活してくれるとい
い。」と話していました。

温泉川をきれいに
ゆけむりエコプロジェクトin温泉川を開催

川
底
の
ご
み
を
か
き
集
め
る
参
加
者

た
ち

９月28日

　摩周湖馬友の
会（近江屋茂会
長）主催の、第14
回摩周湖ばん馬
大会が９月28日、
摩周輓馬場で開
催されました。
　開拓の歴史と
ともに歩んでき

たばん馬文化の継承と、地域活性化を目的に開催されてい
る本大会ですが、今年は道内各地から60頭の馬が集まり、
階級ごとに白熱のレースを繰り広げました。
　また、会場にはポニーとのふれあいコーナーや飲食ブー
スなどが立ち並んだほか、抽選会などのイベントも行わ
れ、子どもから大人まで楽しめる大会となりました。

圧倒的なパワーに会場が熱狂
第14回摩周湖ばん馬大会を開催

砂
を
巻
き
上
げ
坂
を
駆
け
登
る
ば
ん
馬

９月28日

９月30日

　来年度に開校100
周年を迎える川湯小
学校（山舘孝志校長）
が９月30日、記念事
業の一環として秋の
木育活動を同校敷地
内で行いました。

　児童たちは、木育マイスターの萩原寛暢さんから出題さ
れた、同校にまつわる樹木に関するクイズを通し、木の魅
力や大切さについて学んだ後、低・中・高学年に分かれそれ
ぞれ１本ずつイタヤカエデの苗木を校舎前の芝生に植樹
しました。植樹を行った児童たちは「みんなで大切に育て
ていきたい。」と話しました。

開校100周年を記念し植樹
川湯小学校で秋の木育活動を実施

苗
木
を
植
樹
す
る
川
湯
小
学
校
の

児
童
た
ち

　レストラン摩
周を営む和田義
光さんが９月30
日、養護老人ホー
ム倖和園（丹羽好
文園長）と特別養
護老人ホーム摩
周（高石和恵施設

長）の入所者を招待し、関係者含め53人に手打ちの摩周そ
ばを振る舞いました。
　新そばの時期であり、敬老の日のお祝いとして食べてほ
しいという思いから、今年で８回目の招待になります。こ
の日の食事を楽しみにしていた入所者の皆さんは、新そば
をすすり「コシがあってとてもおいしい。」と喜んでいまし
た。

おいしい新そばを
レストラン摩周が老人ホーム入所者を招待

新
そ
ば
に
舌
鼓
を
打
つ
入
所
者
た

ち
と
和
田
店
主（
中
央
）

９月30日

　10月２日、
クニオカ工業
㈱（今誠代表
取締役）が町
に、屈斜路地
域のワイン用
ブドウ畑への
案内看板を寄
贈しました。

　看板は同社が６月に地域貢献として畑を整地した際、工
事部工事課の坂本大介課長補佐が「畑への道が分かりづら
い」と感じたことをきっかけに、道営事業（草地整備弟子屈
地区第81工区）で使用していた看板を再利用し製作されま
した。寄贈を受けた德永町長は「以前の看板に比べて大き
く、ブドウ色でよく目立つ。」と喜びを表しました。

ブドウ畑に道案内を
町にクニオカ工業㈱が看板寄贈
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情報でもすぐにかけつけ
ます。お気軽にご連絡
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